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 「RCV電子レセプト画面点検（医科版）外来様式１作成支援ソフトＳＥＬＦ」は、文中で「SELF」

と省略して記載されております。 
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デスクトップの「外来様式１作成支援SELF」のショートカット

をダブルクリックすると、ランチャー（スタート画面）が起動

します。 

 

 

 ① 

② 

③ 

SELFを起動します。 

ランチャーを終了します。 

データのバックアップを保存します。 

1 2 

 ④ 

⑤ 

バックアップからデータを復元します。 

マスター更新・プログラム更新を行いま 

    す。 

3 4 5 
  

 

 

［起動］をクリックするとSELFが起動し、 

「メニュー画面」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 起動すると、ローカル（PC内）でサーバー（Apache）が「サービス」として動作しま

す。お使いの環境により「Windowsセキュリティ」の警告画面が表示される場合があり

ます。SELFインストールマニュアルをご参照ください。 

ランチャー（スタート画面） 
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① ライセンスキーの確認・登録を行います。 

②「メニュー画面」を終了します。 

③ 電子レセプトを登録します。 

④ 患者を検索します。 

⑤ 高点数のレセプトを抽出します。 

⑥ 閲覧するレセプトの並び順を設定します。 

⑦ レセプトを閲覧します。 

⑧ 登録したレセプトを削除します。 

⑨ 過去のレセプトを閲覧します。 

⑩ 外来様式１（FF1）作成支援画面を開きます。 

⑪ 重点項目のリストを表示します。 

⑫ 診療行為、医薬品、傷病名等の検索を行います。 

⑬ 電子付箋のついたレセプトのリストを表示します。 

⑭ 生活習慣病管理料置換えシミュレーションを実行します。 

⑮ 時系列グラフを閲覧します。 

⑯ 詳細集計を閲覧します。 

⑰ 他の端末からアクセスする場合の URL を示します。 

⑱ 操作マニュアルを表示します。 

⑲ SELFのホームページを表示します。 

メニュー画⾯ 
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「メニュー画面」の［登録メニューを開く］をクリックすると、登録メニューが開きます。 
 

 

 

電子レセプトの登録 

登録が完了したら、 

 

1 ［ファイルの選択］をクリックし、 

電子レセプトを指定します。 2 ［登録］をクリックすると、 

電子レセプトが登録されます。

社保→国保の順に登録します。 

3 
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● 月次画面 
 

 

 

① 「メニュー画面」に戻ります。 
② 患者一覧を表示します。 
③ 患者を検索します。当月の患者が検索対象となります。 
④ 患者の年齢を表示します。 
⑤ < 前の患者、次の患者 > のレセプトに移動します。 
⑥「対比画面」を表示します。 
⑦ 画面を再読み込みします。 
⑧ グラフの凡例を表示します 
⑨ レセプトの点数を診療行為別に色分けしてグラフ表示します。 
⑩ ★ 特定疾患療養管理料の対象病名 

△ 皮膚科特定疾患療養管理料（Ⅰ）の対象病名 
▲ 皮膚科特定疾患療養管理料（Ⅱ）の対象病名 

⑪ 未コード化傷病名（ワープロ病名）は赤色で表示されます。 
⑫ 未コード化傷病名（ワープロ病名）に対応する標準病名を検索します。 
⑬ ICDコードを検索します。 
⑭「月次画面」と「日次画面」を切り替えます。 
⑮ 電子付箋を貼付します。 
⑯ 重点項目を設定します。 
⑰ 普段使わない診療行為を非表示にします。 
⑱「縦覧画面」を表示します。 

⑲ コメント、症状詳記を表示します。 

電子レセプトの閲覧 

1 2 3 4 5 

6 7 

8 9 

11 12 13 14 15 16 17 18 

10 

19 
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● 月次画面と他の点検画面との切り替え 

「月次画面」はレセプト閲覧の基本画面です。 

左側に傷病名、右側に診療行為、投薬内容等が表示され、紙レセプトに近いレイアウトです。必要

に応じて、「日次画面」、「縦覧画面」等に切り替え、後から確認、修正が必要なレセプトには電

子付箋を貼ります。 

 

 

● 日次画面 

「月次画面」が月単位の表示であるのに対して、「日次画面」は日単位の表示です。

日単位で算定要件を確認する場合などに使います。 
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● 縦覧画面 

過去７ヶ月間の診療行為を表示し、縦覧点検を行う場合に用います。 

① 非表示項目の表示・非表示を切り替えます。 

② クリックすると該当月の「月次画面」が表示されます。 

 

● 対比画面 

今月と前月、あるいは外来と入院のレセプトを対比して表示します。

前々月あるいは、それ以前の月のレセプトとの対比も可能です。 

 

R06年02月 

のレセプト 
R06年01月 

のレセプト 

 

1 
2 
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● 重点項目 

減点の対象となりやすい項目は重点項目として予め設定することができます。

重点項目は赤帯で表示されます。 

重点項目のリストから、該当項目を含むレセプトだけを抽出して表示します。 
 

 

 

● 電子付箋 

後から確認、修正が必要なレセプトには電子付箋をつけます。

電子付箋は緑帯で表示されます。 

電子付箋は電子付箋一覧から一括して確認することができます。 
 

 

重点項目 

 

 

電子付箋 

 
電子付箋

⑬
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● 高額レセプト 

①「メニュー画面」の［ソート順設定を開く］（ 4 ページの⑥）を開いて、点数の高い順

にレセプトを並べて点検することができます。 

② あるいは［請求点数メニュー］（ 4 ページの⑤）から、設定した点数以上の高額レセ

プトを抽出することもできます。 
 

 

● 名称検索 

「メニュー画面」の［名称検索］（ 4 ページの⑫）で検索画面が表示されます。 

検索したい文字列を入力し［、検索］をクリックすると、該当項目のリストが表示されます。 
 

2 

1 

チェックを入れると登録されたレセプト

に含まれる項目のみが検索されます。 

クリックすると検索された項目を含む 

患者レセプトのリストが表示されます。 
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● FF1作成支援画面 

「メニュー画面」の［FF1作成支援画面を開く］（ 4 ページの⑩）から「外来様式１作成支援」
画面が表示されます。 

 

 

① 最初に「主たる診療科」を設定してください。 

外来様式１作成支援 

1 
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● 事前入力 

事前入力では、診療レセプトが確定する前の「患者情報・診療情報」を入力します。 

 事前入力は、当月の診療レセプトが登録されていない状態の入力を行う機能です。

当月より未来の入力は行えません。 

 
「外来様式１作成支援」画面の「事前入力」メニューから「外来診療リスト画面」「在宅診
療リスト画面」「リハビリリスト画面」を選択してクリックすると、患者一覧画面が表示
されます。 

 

 

 患者検索 
対象患者を検索します。 

 新規追加 
まだレセプトに登録されていない新規患者を登録します。 

 入力済みリスト 
事前入力を行った患者レセプトの一覧です。 

 未入力リスト 
事前入力が行われていない患者一覧を表示します。 

 

 「診療月の選択に戻る」をクリックすると「外来様式１作成支援」画面に戻ります。 

 傷病情報および受診日情報（外来診療、リハビリ）は、当月レセプトを登録したあと、 

「登録済みレセプト」メニューから「FF1作成」を行う際に、患者レセプトの内容に基
づいて自動入力されます。 

 

 「FF1作成」および「FF1編集」をクリックすると、患者FF1の作成画面に移行します。 

 
 「FF1削除」は、当該患者の作成済みFF1（事前入力含む）を削除します。患者リスト

から削除する機能ではありません。 
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● FF1作成 

FF1作成は「外来医療等の影響評価に係る調査」の仕様に基づいて、登録済みの診療レセプトお
よび前月・前々月の作成済みFF1の引き継ぎ情報を用いて外来様式１（FF1）ファイルを作成す
る機能です。 

 

「外来様式１作成支援」画面の「登録済みレセプト」から「外来診療対象患者リスト画面」 
「在宅診療対象患者リスト画面」「リハビリ対象患者リスト画面」を選択してクリックする
と、対象患者一覧画面が表示されます。 

 
 「外来診療対象患者」は、患者レセプト上に「生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質

異常症）」が「主病」の患者レセプトが抽出されます。 

 「在宅診療対象患者」は、患者レセプト上に「在宅患者訪問診療料」が算定されてい
る患者レセプトが抽出されます。 

 「リハビリ対象患者」は、患者レセプト上に「リハビリテーション料」および「リハ
ビリテーション指導管理料」が算定されている患者レセプトが抽出されます。 

 

 
 「事前入力一覧」は、事前入力済みの患者一覧が表示されます。「事前入力のみ」と表

示されている箇所があると、提出用のFF1作成は行えません。当月分の提出用FF1ファイ
ルに不要な場合は「FF1削除」で作成状況を「未（未作成）」に変更してください。 

 「対象患者一覧」は、レセプト上の記載内容に従って抽出された患者一覧です。 

 
 抽出条件に合致しなかった患者一覧は「上記以外」の患者リストのボタンをクリックす

ると表示されます。 
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● FF1作成画面（続き） 

「FF1作成」ボタンから、FF1作成画面を開きます。 
 

 
 「CD00001：診断情報／傷病情報」は、当月レセプトから自動入力されます。「未コード化

傷病名（ワープロ病名）」は反映されません。標準病名を用いてレセプトを修正し、 
SELFに取り込み直してください。 

 FF1に登録される傷病情報は上位１０件までです。１０件以上の傷病情報がある場合は 

［▲］［▼］ボタンで順位を入れ替えてFF1に必要な傷病情報を上位１０件に含めるよう

にします。 

 「LR00001：外来受診情報（外来診療）」「RR00001：リハビリ受診情報（リハビリ）」
は、レセプト上の該当診療行為が算定された日が自動入力されます。 

 その他、必須入力項目は「赤枠」で表示されます。 

 その他の項目の入力要項について、詳細は「2024年度 外来医療等の影響評価に係る調
査」および「 2024年度「外来医療、在宅医療、リハビリテーション医療の影響評価に
係る調査」実施説明資料 」をご参照ください。 

 
 入力後は「保存（保存して診療月の選択に戻る、保存して対象患者の選択に戻る、保存

して次の患者へ）」を行います。「閉じる」ボタンで患者一覧に戻ると入力内容が保存
されません。 
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● 提出用FF1作成 

「外来様式１作成支援」画面の「登録済みレセプト」メニューの「当月の提出用FF1ファ
イルを生成する」ボタンをクリックすると、診療月の提出用FF1ファイルが生成されます。 

 

 
 提出用FF1ファイルの生成は、「外来診療」「在宅診療」「リハビリ」の「作成済み」

の患者FF1ファイルを統合して出力します。 

 「事前入力のみ」の患者FF1ファイルが存在すると「提出用FF1ファイル」は出力できま
せん。 

 生成された「提出用FF1ファイル」は「FF1ファイルをダウンロード」からダウンロー
ドできます。 

 ダウンロードした「提出用FF1ファイル」は、ブラウザに表示された「ダウンロード状

況」から「フォルダ」アイコンをクリックし、ダウンロード先フォルダを開いて入手で

きます。（ダウンロードの窓が閉じた場合は［Ctrl］+［J］で開きます。） 
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● エラーチェック 

提出用FF1ファイルは「外来データ提出支援ツール」を用いてエラーチェック（単体チェック）
を行います。 

 「外来データ提出支援ツール」の入手および操作方法については、詳細は「2024年度 
外来医療等の影響評価に係る調査」のサイトをご参照ください。 

 
 「外来様式１作成支援」画面の「エラーチェック」ボタンから、エラーチェック結果

ファイルの検証が行えます。 
 

外来データ提出支援ツールに読み込ませた「提出用FF1ファイル」と、外来データ提出
支援ツールから出力した「エラーチェック結果ファイル」を指定して「登録」しま
す。 

「エラーチェック照合結果」が表示されます。 
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● 作成済みのFF1を取り込む 

ほかのパソコンや「外来様式１入力支援ソフト」で作成されたFF1ファイルを取り込むこと
が出来ます。 

 
 あらかじめ診療月のレセプトをSELFに登録しておきます。続いて「作成済みのFF1を取

り込む」ボタンから作成済みのFF1ファイルを指定して取り込みます。 

 SELF側で「作成済み」が表示されている患者FF1ファイルも上書きされます。 

 

 SELFではレセプトのカルテ番号に基づくデータ識別番号（ゼロ埋め10桁の患者識別番号）

を採用しています。ほかで作成されたFF1ファイルに使用しているデータ識別番号が異 

なる場合は、「データ識別番号」からFF1ファイルを取り込んで、FF1ファイル側とSELF
側の「データ識別番号照合リスト」を生成します。 

 

 ほかで作成したFF1ファイルがまだ提出されたことがない状態（そのデータ識別番号が

使われたことがない）のときは、「データ識別番号」の登録は不要です。 

● ICD10集計 

当月診療レセプトの傷病名とICDコード（大分類）を集計して一覧に表示します。

集計結果のCSVファイルは、ダウンロードできます。 
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● シミュレーションの実行／結果の閲覧 

「メニュー画面」の「生活習慣病置換えシミュレーション」から「シミュレーションを行う」 

（ 4 ページの⑭）をクリックすると、「生活習慣病管理料置換えシミュレーション」が実行さ

れます。 

 シミュレーションでは、直近から過去6ヶ月分のレセプトについて、生活習慣病に対

する特定疾患療養管理料の廃止ならびに生活習慣病管理料が生活習慣病管理料（Ⅰ） 

（Ⅱ）に変更された場合の請求点数を算定します。 

 外来データ提出加算を算定した場合の請求点数も表示できます。 

 

 シミュレーション済みの結果がある場合は、再シミュレーションせずに「結果の閲覧」が

可能です。 

 

 

● シミュレーション結果の閲覧 

 生活習慣病管理料（Ⅱ）で算定した場合の結果（例） 
 

生活習慣病管理料置換えシミュレーション 
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● シミュレーション結果の閲覧 

 生活習慣病管理料（Ⅰ）優先で算定した場合の結果（例） 
 

 

 外来データ提出加算を算定した場合の結果（例） 
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● グラフの閲覧 

シミュレーション結果の差額の分布状態をグラフで閲覧できます。 
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● 時系列グラフの閲覧 

「メニュー画面」の［時系列グラフの閲覧］（ 4 ページの⑮）をクリックすると、「総括表詳

細画面」が表示されます。 

註：新しくレセプトを登録した後で「統計グラフの閲覧」をクリックすると、自動的に

レセプト情報の再集計が行われます。 

 

① レセプトの統計情報を再集計します。同一月内に更新したレセプト情報を登録した等

の場合に用います。 

② 12ヶ月表示・24 ヶ月表示を切り替えます。 

註：総括表詳細と前年同月比のグラフは 12 ヶ月に固定です。 

③ グラフの表示期間を変更します。 

④ 縦に 2 個並べて 1 ページ印刷するか、横に 1 ページで印刷するか、を設定します。 

※ 印刷の詳細設定で、印刷用紙の方向（縦横）を設定してください。 

統計グラフの更新／閲覧 

1 2 3 4 

レセプト１件当たり請求額

の診療行為別時系列表示 

外来総請求額の診療行為別

時系列表示 

レセプト件数、述べ患者数

の時系列表示 
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時系列グラフレイアウトを以下に示します。 

 

［外来］社保・国保 請求額／レセプト件数 ［外来］レセプト件数／述べ患者数 
 

 

 

［外来］総請求額／レセプト１件当たり請求額 
 

 

 

［外来］総請求額／ 24 ヶ月表示 

［外来］診察料／レセプト１件当たり診察料 
 

 

 

 

 

前年同月比 総請求額／レセプト件数  

入院がある場合には、 

［外来・入院］総請求額／ 

［入院］社保・国保レセプト件数 のグラフ

が表示されます。 

註：入院に DPC のレセプトは含まれません。 
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● 詳細集計の閲覧 

「メニュー画面」の［詳細集計を閲覧する］（ 4 ページの⑯）をクリックすると、「詳細集計

画面」が表示されます。 

「詳細集計画面」とは、１ヶ月間の診療行為、医薬品等を集計した画面です。 
 

 

 

［医薬品（投薬）］をクリックすると使用した医薬品が使用量の多い順に表示されます。 
 

1ヶ月の点数合計です。 

［登録］をクリックすると、
縦覧集計の対象にとなり、 

［登録］が［解除］に変わります。 

1ヶ月の使用金額合計です。 

医薬品も縦覧集計の対象として 
登録することができます。 
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「詳細集計画面」の［縦覧集計を表示］をクリックすると、「縦覧集計結果画面」が表示され

ます。 
 

 

 

 

［グラフ表示］をクリックすると、縦覧集計結果のリストでチェックをいれた項目がグラ

フ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックをいれた項目がグラフ

表示されます。 
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● マスター更新・プログラム更新 

ランチャーの［マスター・プログラム更新］により、インターネットを経由して自

動でマスター更新、プログラム更新を行います。 
 

 

 

※ 更新メッセージが表示された「マスター更新」「プログラム更新」

を実行してください（どちらか片方の場合もあります）。 

 

● 他端末からのアクセス 

パソコンから指定のアドレスに接続することで、LAN内の他の端末から閲覧するこ

とができます。 

Wi-Fi 接続することで、iPad などのタブレット端末で閲覧、操作することができます。 

 

※ 他端末からのアクセス・LAN内の接続については、お使いの環境のネットワーク

管理者の方にご相談ください。 

※ SELFホームページの「SELF接続設定マニュアル」も併せてご参照ください。 

（https://cypher.ne.jp/rcvjp/downloadpaga/） 
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